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平成25年度
＜ステップ１＞：大規模水害対策の方向性とりまとめ
・「土器川における大規模水害に適応した対策検討とりまとめ書（案）」を協議会で承認

・住民ワークショップの開催

・検討会の開催

・「とりまとめ書（案）」の作成

・検討部会、住民ワー
クショップの開催

・検討会の開催

・アクションプラン【行
動計画書（案）】の
作成

【大規模水災害に適応した対策検討会】 ⇔ 【香川地域継続検討協議会】 【香川河川国道事務所】

関係市町・関係機関
とのキャッチボール

南海トラフ巨大地震を想定した
地域継続計画（ＤＣＰ）の検討

◆平成26年度
・検討の場：「香川地域継続検討協議
会」（事務局：香川大学危機管理研究
センター）

・検討内容：アクションプラン検討

◆平成27年度
・検討内容：香川地域におけるアクショ
ンプランの実践、四国ＤＣＰ検討等

協議会での成果（ノウハウ）

土器川における水害に強いまちづくり検討の全体の流れ
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＜ステップ２＞：“水害に強いまちづくり”のため
のアクションプラン検討【行政】

◆平成26年度
・検討の場：「土器川における水害に強いまちづくり検討会」

（事務局：香川河川国道事務所）

・検討内容：

【テーマ１】住民目線での災害情報のあり方

【テーマ２】地域コミュニティの活性化と地域連携体制の強化

【テーマ３】避難の実効性確保のためのハード・ソフト整備

★大規模水害に関するタイムライン（防災行動計画）

・検討方法：代表市町による「検討部会」を設置し、モデル地
区を対象として検討（行政、香川大学で検討）

＜ステップ３＞：“水害に強いまちづくり”のため
のアクションプラン検討【住民】

◆平成27～28年度
・検討内容：大規模水害に関するタイムライン（防災行動計画）

【H27：災害警戒期】 【H28：応急対策期】

・検討方法：モデル地区における「住民ワークショップ」を実施し、

住民目線でタイムラインを具体化（住民、行政で検討）

⇒住民意見を踏まえ、アクションプラン（案）をブラッシュアップ

“行政での検討”から“行政と住民での検討”へ

＜ステップ４＞：流域・地域で一体となった
大規模水害対策の実施

◆平成29年度以降の予定

・「アクションプラン（案）」に基づく、各主体での着実
な事業推進

・「とりまとめ書（案）」および「アクションプラン（案）」
に基づく、他地域や他機関への展開

【水害に強いまちづくり検討会】 ⇔ 【香川地域継続検討協議会】

＜平成27年度＞ 水害に強いまちづくり検討の検討成果

■平成２７年度の検討成果

◎成果① ：住民目線のタイムライン（災害警戒期）の具体化

  被害想定は、複合災害（河川氾濫、内水氾濫、土砂災害、ため池氾濫、高潮）。

◆時間軸 ：災害警戒期～発災時刻（0ｈｒ）

◆関係機関：国（国交省、高松地方気象台）、香川県、丸亀市、地域住民 等

  「住民参加型ワークショップ」の場で、タイムラインの実効性を確保するための課題
を抽出し、アイデア（具体的な対策案）を検討。

◎成果② ：平成26年度に作成した、モデル地区における
「アクションプラン【行動計画書（案）】」のブラッシュアップ

“河川行政と地域行政の連携“から“地域行政と地域住民の連携”へ
住民目線での検討により、H26年度検討成果をさらに充実させる
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• 検討組織と役割（３つの組織）

【事務局： 国土交通省】

  モデル地区における地域住民を対象と
した情報共有・意見集約

【事務局： 国土交通省】

  「アクションプラン【行動計画書（案）】」の

検討（河川・地域行政と地域住民が連携
したタイムラインのとりまとめ）

【事務局： 香川大学】

  連携・サポート

• 本検討の対象（区域、災害要因）
モデル地区：土器川下流部右岸側（丸亀市土器町東および土器町北）

検討対象の災害：複合災害（河川氾濫、内水氾濫、土砂災害）

＜平成27年度＞ 検討体制と検討対象

● 香川地域継続検討協議会（既存会議）
・・・・香川県内における大規模水害を検討

・メンバー 国地方支分部局、香川県、香川県内全市町（8市9町）、経済団体、香川大学、
インフラ各社等

・設 立 平成24年5月31日

● 水害に強いまちづくり検討会（既存会議）
・・・・丸亀市土器町東、土器町北地区をモデル地区として検討

・メンバー 香川大学危機管理研究センター、香川県（危機管理課、中讃土木事務所）、
丸亀市、まんのう町、坂出市、善通寺市、宇多津町、琴平町、
香川県防災士会、高松地方気象台、四国地方整備局 香川河川国道事務所

「アクションプラン【行動計画書（案）】」の提出

★ 水害に強いまちづくりワークショップ（ＷＳ）
・メンバー モデル地区住民、香川県防災士会、香川大学危機管理研究センター、

香川県（危機管理課、中讃土木事務所）、丸亀市（危機管理課、建設課等）、
高松地方気象台、四国地方整備局 香川河川国道事務所

意見集約

“河川行政と地域行政の連携“から“地域行政と地域住民の連携”へ
H26年度検討組織に加え、モデル地区住民がワークショップに参加 3

＜平成27年度＞ 水害に強いまちづくり検討の流れ

第1回 ワークショップ

第3回 検討会

協議会

平成27年7月11日（土）

8月29日（土）

・水害危険情報の共有

・防災行動イメージの
共有

・「災害警戒期」の
タイムライン

・住民目線による
アイデア（重点対策）

第4回検討会

6月頃

10月8日（木）

平成28年
2月25日（木）

・アクションプラン【行動計画書（案）】の提出

ワークショップ結果報告

事前連絡会

・モデル地区での災害警戒期のタイムライン（案）の検討
・モデル地区でのアクションプラン【行動計画書（案）】の検討
・今後の進め方の調整

第2回 ワークショップ

協議会での地域
継続計画の検討

11月 7日（土）

12月19日（土）

・タイムラインまとめ

タイムライン（たたき台）

タイムライン（素案）

ワークショップ中間報告

【第３回 検討テーマ】
“水害に強いまちづくり”を考える
～私たちで出来ることから、始めよう～

【第１回 検討テーマ】
時間軸に応じた防災行動を考える
～いつ、誰が（自助・共助・公助）、

何をするか～

【第２回 検討テーマ】
防災行動の課題を考える
～タイムラインに従って行動すれば、

安全に避難できるか～

第3回 ワークショップ
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事
前

連
絡

会
の

概
要

１
．

情
報

共
有

近
年

の
水

害
と

土
砂

災
害

に
つ

い
て

説
明

土
器

川
モ

デ
ル

地
区

（
土

器
町

東
・

北
）

の
「

地
形

特
性

」
と

「
被

害
想

定
（

複
合

災
害

）
」

に
つ

い
て

説
明

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
実

施
に

あ
た

っ
て

の
基

礎
情

報
（

防
災

情
報

、
避

難
勧

告
等

の
発

令
基

準
、

丸
亀

市
の

公
表

資
料

）
に

つ
い

て
説

明

「
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
（

防
災

行
動

計
画

）
」

に
つ

い
て

説
明

２
．

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
実

施
（

防
災

行
動

イ
メ

ー
ジ

の
共

有
）

防
災

行
動

（
ス

テ
ー

ジ
1
～

3
）

イ
メ

ー
ジ

を
共

有

自
宅

や
職

場
の

位
置

を
確

認
【

透
明

シ
ー

ト
に

記
入

、
シ

ー
ル

貼
付

】

ク
ロ

ス
ロ

ー
ド

（
ジ

レ
ン

マ
）

を
体

験

土
器

川
洪

水
氾

濫
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

（
内

水
氾

濫
と

河
川

氾
濫

）

防
災

行
動

イ
メ

ー
ジ

（
ス

テ
ー

ジ
２

：
床

上
浸

水
が

発
生

）

ク
ロ

ス
ロ

ー
ド

問
題

（
土

器
川

モ
デ

ル
地

区
で

の
想

定
）

【
問

題
（
ス
テ
ー
ジ
２
を
想

定
）
】

あ
な
た
は
、
土
器
町
の
住
民
（４

０
才
男
性
）で

す
。

母
（
７
０
才
）
、
妻
、
小
学
生
の
子
ど
も
２
人
の
５
人
家
族
。

防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
た
。

テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
“
超
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
が
四
国
に
上
陸
”
、

“１
時
間
雨
量
２
０
ｍ
ｍ
の
強
い
雨
”
、
“
土
砂
災
害
の
発
生
の
恐
れ
”
、

“河
川
の
氾
濫
に
注
意
”な

ど
の
情
報
が
流
れ
、

“丸
亀
市
土
器
町
の
約
１
万
人
に
避
難
勧
告
、
丸
亀
市
全
域
の
約
１
１
万

人
に
避
難
準
備
情
報
”
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

し
か
し
現
在
、
深
夜
０
時
。

【
回

答
（
イ
エ
ス
・
ノ
ー
カ
ー
ド
）】

今
す
ぐ
、
避

難
を
始

め
る
？

Ｙ
ｅ
ｓ
（
す
ぐ
避
難
す
る
）

／
Ｎ
ｏ
（
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る
）

【
回

答
結
果

】
・

回
答
（

Y
e
s／

N
o
）
が
半

々
に

分
か

れ
た
。

・
人

に
よ

っ
て
判

断
が
大
き

く
違

う
こ

と
が
認
識

で
き
た

。

【
日

時
】

：
平

成
2
7
年

7
月

1
1
日

（
土

）
1
4
:0

0
～

1
6
:3

0

【
場

所
】

：
丸

亀
市

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
ひ

ま
わ

り
セ

ン
タ

ー
）

【
参

加
者

数
】

：
テ

ー
ブ

ル
参

加
者

4
6
名

、
事

務
局

2
0
名
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第
１
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

概
要

土
器

川
下

流
部

右
岸

モ
デ

ル
地

区
（

丸
亀

市
土

器
町

）
を

対
象

に
、

台
風

接
近

や
降

雨
量

の
増

大
に

伴
い

、
大

規
模

水
害

や
土

砂
災

害
、

内
水

氾
濫

を
含

む
複

合
災

害
が

発
生

す
る

か
も

し
れ

な
い

危
険

な
場

面
を

想
定

し
た

。

自
宅

や
職

場
と

避
難

所
の

位
置

関
係

や
避

難
ル

ー
ト

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

水
害

等
の

危
険

性
が

高
ま

る
場

面
で

の
、

地
域

住
民

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

防
災

・
避

難
行

動
に

つ
い

て
、

５
つ

の
テ

ー
ブ

ル
で

検
討

し
た

。

自
宅

か
ら

避
難

所
ま

で
の

避
難

ル
ー

ト
を

大
規

模
浸

水
想

定
図

に
記

入
し

、
避

難
に

係
る

時
間

や
浸

水
時

の
危

険
性

等
に

つ
い

て
把

握
・

共
有

し
、

土
器

川
の

堤
防

が
決

壊
し

た
場

合
の

水
害

発
生

時
に

、
い

つ
・

ど
こ

へ
逃

げ
る

か
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

。

【
検

討
－

１
】

避
難

所
、

避
難

ル
ー

ト
の

確
認

検
討

の
イ

メ
ー

ジ
図

◆
第

１
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
検

討
の

テ
ー

マ

防
災

・
避

難
行

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

に
、

水
害

発
生

前
の

危
険

な
状

況
と

し
て

、
『

２
つ

の
場

面
（

ス
テ

ー
ジ

）
』

を
想

定
し

た
。

２
つ

の
場

面
に

お
い

て
、

“
そ

の
時

、
あ

な
た

は
、

地
域

は
、

行
政

は
、

ど
う

行
動

す
る

べ
き

か
？

”
を

テ
ー

マ
に

、
意

見
カ

ー
ド

に
記

入
し

、
意

見
を

分
類

整
理

し
な

が
ら

、
検

討
し

た
。

【
検

討
－

２
】

住
民

の
防

災
行

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

水
害

発
生

の
危

険
性

が
さ

ら
に

増
大

＜
場

面
：

ス
テ

ー
ジ

１
：

金
曜

日
夕

方
午

後
４

時
頃

＞
『

台
風

接
近

、
大

雨
洪

水
注

意
報

、
避

難
準

備
情

報
発

令
』

＜
場

面
：

ス
テ

ー
ジ

２
：

金
曜

日
夜

遅
く

午
後

1
0
時

頃
＞

『
大

雨
洪

水
警

報
、

土
砂

災
害

警
戒

情
報

、
内

水
被

害
発

生
、

避
難

勧
告

発
令

』

自
宅

、
避

難
所
に

旗
を
立

て
て
、
避
難

に
要

す
る
時

間
等

を
確

認

自
宅

堤
防
決
壊
地
点

避
難
ル
ー
ト

避
難
所

透
明

シ
ー

ト
で

の
検

討
の

様
子

意
見

カ
ー

ド
で

の
検

討
の

様
子

防
災

行
動
等
を
意

見
カ
ー
ド
に
記

入
し
、
分

類
整
理

テ
ー

ブ
ル

発
表

の
様

子

【
透

明
シ

ー
ト

と
旗

立
て

グ
ッ

ズ
で

検
討

】

【
意

見
カ

ー
ド

で
検

討
】

【
日

時
】

：
平

成
2
7
年

8
月

2
9
日

（
土

）
1
4
:0

0
～

1
6
:3

0

【
場

所
】

：
丸

亀
市

民
会

館

【
参

加
者

数
】

：
テ

ー
ブ

ル
参

加
者

4
7
名

、
事

務
局

1
7
名
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第
２
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

概
要

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
住

民
意

見
ま

と
め

よ
り

、
避

難
行

動
に

お
け

る
『

避
難

の
目

安
、

避
難

の
タ

イ
ミ

ン
グ

』
を

検
討

の
メ

イ
ン

テ
ー

マ
と

し
た

。

第
１

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
の

「
大

規
模

水
害

時
の

住
民

の
防

災
行

動
に

関
す

る
意

見
」

に
基

づ
く

『
住

民
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
（

た
た

き
台

）
』

を
参

考
に

、
「

避
難

行
動

の
き

っ
か

け
・

タ
イ

ミ
ン

グ
」

を
検

討
し

、
自

分
自

身
と

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
「

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

」
を

検
討

し
た

。

大
規

模
な

降
雨

・
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

、
時

間
の

経
過

と
と

も
に

発
表

・
公

表
さ

れ
る

各
種

情
報

（
危

険
情

報
、

災
害

情
報

、
避

難
情

報
）

を
基

に
、

自
分

自
身

の
「

自
助

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

」
を

作
成

し
た

。

ま
た

、
５

テ
ー

ブ
ル

毎
に

対
象

地
区

を
想

定
し

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

「
共

助
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
」

を
作

成
し

た
。

【
検

討
】

私
た

ち
の

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

作
成

（
自

助
、

共
助

）

◆
第

２
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
検

討
の

テ
ー

マ

第
2
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
検

討
の

内
容

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

住
民

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
た
た
き
台
）

避
難

行
動
の
判
断

（
避
難
の
き
っ
か
け
・
タ
イ
ミ
ン
グ
）

参
加

住
民
（
2
8
名
）
の

「
自
助
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
ま
と
め

【
自
助

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
】

【
共
助
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
】

避
難
行

動
の
判
断
基

準
・
指
標

各
テ
ー
ブ
ル
の

「
共
助
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
ま
と
め

【
意

見
カ

ー
ド

で
検

討
】

テ
ー

ブ
ル

発
表

の
様

子

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
実
行
す

る
こ
と
の

“良
い
こ
と
”
や

“
課

題
”
等
を
意
見
カ
ー
ド

に
記

入
・
整
理

【
ふ

り
返

り
】

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
良

い
こ

と
、

課
題

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

で
“

助
か

る
こ

と
”

、
“

で
き

る
こ

と
”

を
意

見
カ

ー
ド

に
記

入
し

、
「

良
い

こ
と

」
の

ふ
り

返
り

を
行

っ
た

。

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

で
“

わ
か

ら
な

い
こ

と
”

、
“

不
足

す
る

こ
と

”
を

意
見

カ
ー

ド
に

記
入

し
、

「
課

題
」

の
ふ

り
返

り
を

行
っ

た
。

テ
ー
ブ
ル

地
区

災
害

特
性

１
土

器
川

の
堤

防
近

く
の

地
区

・
長

時
間

の
濁

流
／

家
の

流
出

／
死

者
、
孤

立
者

２
浸

水
深

３
ｍ
以

上
の

地
区

・
内

水
被

害
（
床

上
）
／

階
ま
で
浸

水
／

死
者

、
孤

立
者

３
土

砂
災

害
の

危
険

性
が

あ
る
地

区
・
土

砂
災

害
／

家
の

崩
壊

／
死

者
、
孤

立
者

４
そ
の

他
の

浸
水

深
３
ｍ
未

満
の

地
区

・
内

水
被

害
（
床

下
）
／

１
階

ま
で
浸

水
／

孤
立

者

５
海

に
近

い
事

業
所

が
集

積
す
る
地

区
・
１
階

ま
で
浸

水
／

孤
立

者

共
助

の
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
検

討
に

お
け

る
テ

ー
ブ

ル
分

け

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

シ
ー

ト
で

検
討

の
様

子

【
意

見
カ

ー
ド

で
検

討
】

【
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
シ

ー
ト

で
検

討
】

意
見

カ
ー

ド
で

の
検

討
の

様
子

【
日

時
】

：
平

成
2
7
年

1
1
月

7
日

（
土

）
1
4
:0

0
～

1
6
:3

0

【
場

所
】

：
丸

亀
市

民
会

館

【
参

加
者

数
】

：
テ

ー
ブ

ル
参

加
者

4
5
名

、
事

務
局

2
0
名
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第
３
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

概
要

第
２

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
作

成
し

た
『

住
民

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
素

案
）

』
を

も
と

に
、

「
時

間
軸

を
考

え
た

準
備

・
行

動
」

と
「

早
め

の
安

全
な

避
難

行
動

」
を

行
う

た
め

の
「

避
難

の
目

安
」

が
適

切
か

ど
う

か
再

度
検

討
し

た
。

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

に
従

っ
た

共
助

の
防

災
行

動
を

実
行

す
る

た
め

に
は

課
題

も
多

い
た

め
、

５
つ

の
テ

ー
ブ

ル
毎

に
「

共
助

の
重

点
対

策
」

を
展

開
す

る
た

め
の

具
体

的
な

取
り

組
み

内
容

を
検

討
し

た
。

自
分

の
住

ま
い

や
職

場
を

基
準

に
、

時
間

軸
に

沿
っ

た
自

助
・

共
助

の
防

災
行

動
を

イ
メ

ー
ジ

し
て

、
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

「
避

難
の

目
安

」
が

適
切

か
を

考
え

、
「

早
め

の
安

全
な

避
難

」
を

行
う

た
め

の
問

題
点

や
課

題
等

の
意

見
を

出
し

合
っ

た
。

【
検

討
－

１
】

住
民

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
素

案
）

の
検

討

◆
第

３
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
検

討
の

テ
ー

マ

【
意

見
カ

ー
ド

で
検

討
】

テ
ー

ブ
ル

発
表

の
様

子

【
検

討
－

２
】

共
助

の
重

点
対

策
の

具
体

的
な

取
り

組
み

検
討

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

防
災

行
動

の
実

効
性

を
確

保
す

る
た

め
、

第
２

回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
意

見
で

得
ら

れ
た

重
点

対
策

５
項

目
に

つ
い

て
、

共
助

と
し

て
具

体
的

に
取

り
組

む
内

容
（

ア
イ

デ
ア

）
を

意
見

出
し

し
た

。

住
民

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
素

案
）

【
意

見
カ

ー
ド

で
検

討
】

【
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
シ

ー
ト

で
検

討
】

意
見

カ
ー

ド
で

の
検

討
の

様
子

重
点

対
策

5
項

目
（

共
助

に
よ

る
取

り
組

み
が

必
要

な
５

項
目

）
テ

ー
ブ

ル

・
災

害
時

要
配

慮
者

の
避

難
支

援
・

誘
導

を
行

う
に

は
１

・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

活
性

化
す

る
た

め
に

は
２

・
避

難
所

の
開

設
準

備
や

運
営

で
支

援
で

き
る

こ
と

は
３

・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
（

自
治

会
・

自
主

防
災

組
織

）
内

の

連
絡

体
制

を
強

化
す

る
た

め
に

は
４

・
事

業
所

と
し

て
の

地
域

支
援

の
具

体
策

は
５

検
討

の
様

子

テ
ー

ブ
ル

毎
の

重
点

対
策

検
討

項
目

①
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
素

案
）
の

構
成
を
確
認

②
避
難
行
動

に
着
目
し
、

記
述

内
容
を
確
認

③
避

難
行
動
に
つ
い
て

の
意

見
交
換
（
避
難

の
目

安
は
適
切
か
、

記
述

内
容
に
修
正
や

追
加

は
な
い
か
）

【
日

時
】

：
平

成
2
7
年

1
2
月

1
9
日

（
土

）
1
4
:0

0
～

1
6
:3

0

【
場

所
】

：
丸

亀
市

民
会

館

【
参

加
者

数
】

：
テ

ー
ブ

ル
参

加
者

4
2
名

、
事

務
局

1
9
名

洪
水

（
土
器
川

）
内
水
氾

濫
土

砂
災
害

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
自
治
会

、
自
主
防

災
組
織
）

事
業
所

２
日
前

上
陸
の

可
能
性

-
２
４
ｈ

-
１
２
ｈ

-
６
ｈ

-
５
ｈ

-
４
ｈ

-
３
ｈ

-
２
ｈ

-
１
ｈ

避
難

指
示

（
氾
濫
の
発
生
）

０
ｈ

氾
濫

発
生

情
報

土
器
川
の

堤
防
決
壊

避
難

勧
告

（
氾
濫
危
険

水
位
）

避
難

指
示

（
大
雨

特
別
警
報
）

避
難

指
示

（
土
器
川
の

堤
防
決
壊

を
予
測
）

四
国
に

接
近

九
州
に

接
近

避
難

勧
告

（
土

砂
災

害
警

戒
情
報

）

避
難

勧
告

（
床
上
浸
水

）

大
雨

特
別

警
報

（
丸
亀
市
）

氾
濫

危
険

情
報

情
報

香
川
県

に

最
接
近

土
砂
災
害

発
生

避
難

準
備

情
報

（
避
難
判
断

水
位
）

四
国
に

上
陸

避
難

準
備

情
報

（
床
下
浸
水

）

氾
濫

警
戒

情
報

大
雨

洪
水

警
報

（
丸
亀
市
）

内
水
被
害

発
生

（
床
下
浸
水
）

氾
濫

注
意

情
報

出
動

内
水
被
害

発
生

（
床
上
浸
水
）

避
難

完
了

時
間

危
険

情
報

地
域
住
民

自
助

丸
亀
市

災
害
情

報
台
風

注
意
報

・
警
報

洪
水

予
報

水
防

警
報

共
助

大
雨

洪
水

注
意

報
（
丸
亀
市
）

待
機
・

準
備

避
難

準
備

情
報

（
R
T
1
0
0
m
m
）

早
め
に
避
難
準

備
情
報

を
発
令

（
夕
方
ま
で
に
）

情 報 収 集

避 難 の 準 備
家 族 と の 連 絡 ／ 家 族 の 安 否 確 認

自 宅 の 水 防 活 動

避 難 行 動早 め の 避 難
避 難 所 の 開 設 準 備 ／ 避 難 所 の 運 営連 絡 体 制 の 確 保

近 隣 の 呼 び か け ／ 近 隣 の 安 否 確 認

地 域 の 水 防 活 動 ／ 危 険 箇 所 の 見 回 り

避 難 支 援災 害 時 要 配 慮 者 へ の 対 応

避 難 判 断 や 避 難 誘 導

Ｂ Ｃ Ｐ 対 応 ／ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と の 連 携Ｂ Ｃ Ｐ の 確 認

職 員 と の 連 絡 ／ 職 員 の 安 否 確 認

設 備 対 策 職 場 の 水 防

避 難 判 断 や 避 難 誘 導

：
避

難
の

目
安


